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一般社団法人第二地方銀行協会 
   会長 熊谷 俊行   殿 
 

全国金融労働組合連合会 
中央執行委員長  中島 康隆  

 
 

要  請  書 

 

貴職のご活躍に敬意を表しますとともに、日頃のご協力に感謝申し上げます。 

金融労連は、１月２６日～２７日の２日間、第１３回中央委員会を東京都内で開催し、２０１９年度の

春闘方針等を「生計費原則にもとづく賃金の大幅引き上げと格差の是正」「非正規労働者の雇用確保・労

働条件改善と組織化」「パワハラをはじめ、全てのハラスメントの根絶」「奨学金返済負担の軽減」「労

働時間の短縮」の５項目を重点課題として決定し、すべての労働者の賃上げと雇用の確保で内需主導の景

気回復を実現しようと、今春闘に取り組んでいます。 

労働者の生活と権利を守り、明るく働きやすい金融機関の職場の実現、また地域金融機関が健全で民主

的に発展することをめざす立場から、貴協会に以下のとおり要請しますので、すべての会員企業に周知・

啓蒙していただけますよう要請いたします。 

 

記 

 

１．人口減少と地域経済の疲弊にともない金融庁が「持続可能なビジネスモデル」の構築を各金融機関に

求めて数年になります。以降、各行で努力され協会としてもその支援を進めてこられました。 

しかし、県をまたぐ統合などが拡大しているのが現状です。地域色を薄める再編について協会としての

考え方をお伺いしたい。 

２．金融機関への就職希望者が減っており、各行人事部では採用に苦慮していることがうかがわれます。

また、若年層の働き方への考え方は多様性に富んでおり、今後も離職が進むことが予想されます。一方、

政府が進めようとする働き方改革はこれまでの金融業界に染み付いた慣習や文化から、より長時間労働

を助長する懸念が強いと考えます。業界団体として、人材確保と育成についてどのように考え、取り組

まれているのかお伺いしたい。 

３．昨年4月から施行された非正規無期転換制度に鑑み、「期間の定めのない」無期雇用契約への転換な

ど非正規労働者の雇用安定を図ることはもとより、正規雇用者との合理性のない差別の解消を図るよう

指導すること。 

４．天皇即位にともない今年のゴールデンウイークは10連休となりますが完全休業とすること。働き方改

革も進められていることから、かねてより要望している12月 30日の休日化に向けて関係当局に働きか

けること。 

以 上 


